ij ズムガ非常に重だいので、演奏する時は絶対に/ \シってはい 
けない曲。しだがってドラムはこの曲のテンポを計って、それを 
クリックとして流しながら叩き、テンポ • キープを心掛けなけれ 
ばならない。おそら<他のメンバーも前ノリにプレイしてしまう 
と思うので、全員をまとめる役割もある。テンポ*キープに関し 
ては、1小節 a につじつまを合わせるような妥協を許さす、2拍 
4拍のスネアもジャストより決して前にいかないよろにしだい。 
テンポがゆっだりしているので、ク 1 j ックは表にアクセントのつ 
いだ8分がいいと思う。ドラムのチューニングはタムも含め、重 
ださがほしいので少し下げる感じで。スネアの 1 」パーブは多めで、 
[□では 1 \ースをかけている。〇の3小節目のセクションなども 


突っ込まないよ *5 に注意すること。ベースは、 E でクラビネット 
の低音のようなシンセ*ベースをヴビンブしている。奏法として 
はおおむね8分弾きだか、これも決してハシってはいけない。ド 
ラムで4分のビートを強調しているとしだら、ベースは8分のう 
ねりで対抗したい。それガ1つになっだ時にこのへヴイな iJ ズム 
が完成されると思って欲しい。ギターは常に4本ぐらい鳴ってい 
る状態なので、この厚みを出すには人海戦術しかないが、2人で 
も表現力でカバーできる部分もある。1人は iJ フをキープし、シ 
ョート • ヲイレイで左右に振れば2本分の厚みが出せる。あとは 
U ズムがまとまって<れば、なんとか近い感じになるはすだ。 
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ROCKET 


W0 齡 M ㈣ 憲, P . C ^ k 賴-隐零 



作品としての完成度が高<、録音も相当時間をかけているもの 
と思われる。しだがって、これをそのまま再現しようとするとか 
な 1 0無理がある。けするところはけすり、フ IJ 一にするところは 
フリーにして、ライヴっぽい雰囲気を目指したい。ます冒頭の s • 
Eo □ケツトの感じがうま<でているか、これはカツト。どうし 
てもほしいのなら、 CD をそのまま 1 J ズムガはいるまで流せばいい 
だろう。コード•八ーモニーも B まではラフにプレイしているか、 
あまりはっきりしなしヽので、必要とあ5ばアノレぺジオをだすなり 
してコード感を出そう。2回目の〇と□はギターのボリューム奏 
法。〇から關まではヴォーカルやコーラスかフェイクしだり、ギ 
ターが遊んだりしているガここは自由にやってほしい。ドラムの 


U ズムとギター • ソ□だけにしてもっと短くするか、あるいはそ 
の逆にもっと発展させてしまってもいい。ここは諸君の自由の場 
だ。 I □では今までのシャッフルのリズムか、ここだけ8ビートに 
変わっている。 B では元に戻るわけだが、この変化はとにかく練 
習によって体にしみこませるしかないだろう。ドラムは、バス- 
タムを使ってすっとシャッフルを叩 </ \°ターンが続<。気を抜< 
と8ビートに近 <なってしまうので注意してほしい。クラッシュ. 
シンバルがかなり夕''ビンブされているが、これもさびしくならな 
い程度にカットしてもらってかまわない。ベースはドラムのシャ 
ツフルを受け、4分音符を重たく表現する事に力を入れてほしい。 
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1 つ 1 つのエツセンスはご<普通でも、それを並べかえて結合 
させると、よ<できた曲に生まれ変わる事がたまにある。この曲 
はその例としてあげられる。やはりメンバー全員で曲作りに取り 
組んだり、アレンジをしているからであろう。メンバーの結束の 
強さが証明される曲でもある。00ではギターはクリア. I ン 
で淡々とプレイしている。ドラムとベースのリズム体もとにかく 
タイトに8ビートを打ち出す事に専念しよう。0で転調するわけ 
だが、ここから明るさを前面に出し、ギターもデイス! 〜ー シヨン 
をかけ音圧の上でも0と差をつけだプレイをすること。〇の1力 
ツコではコード A でフレイクしておきながら、 H ではコード印で 
はいるあだりはお見事である。〇にはいるところも、聴感上半音 


上に転調する感じになっているので、キーがぐるぐる回っている 
ように聴こえる。 B では、リフによるノン•コード部分を出して 
間奏につなげている。ここのアレンジも的を得だものといえる。 
〇では、プレイクを作ってコーラスを前面に出すようにしている。 
常に聴く方もプレイする方も飽きない進行になっているのはさす 
がである。曲作り&アレンジ面で大いに勉強になる曲だ。歌に関 
しては、とにか<キーが高いので、ファルセツトに頼る部分もで 
て<ると思うが、ユニゾンで歌うなどの工夫をみせれば、なんと 
かカノ彳一できるのではないかと思ラ。この曲は比較的練習しやす 
い曲なので、じつ< り取り組んでみる価値はある。 
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シンブル•カツトされ、大ヒツトしだ曲。美しいメ□デイもさ 
ることながら、/ V ソチ 1 」決まつだアレンジか実力を感じさせる。 

0はキーボード主体のサウンドで、おそ5<打ち込みによるもの 
だろう。さ5にベースもシンセになつている。空間を生かしだセ 
ンスのよい音作りだ。0からはギター2本のアルペジオが始まる。 
ほとんどユニゾンで弾かれているか、多少ヴォイシングか変えら 
れているところもある。/ V ソキングは2本のギターでほぼ全編を 
通して弾いており、オプリのフレーズなどは Gt-III として書いて 
あるので注意。実際のステージでは、どちらかのギターがオブ U 
を受け持てばよいだろう。[□の間奏は、クリアーな音色でシブい 
ソ□を弾いている。ここぞとばかりに弾きま<るのではないとこ 


ろに、奥ゆかしさを感じる。 Gt - II のミュートのフレーズは、出 
しやばらすバッキングに徹しよう。ベースは口 一 B まで出て<る 
ので、□一巳が付いだ5弦を使用していると思われる。一般には 
4弦べースを持っている人が大半だと思うので、低い音はオクタ 
—ヴ上げてみるなど色々工夫してみよう。キーボードの人がフォ 
□一してあげるとよいだろう。ノ \°一カッシヨンは打ち込みによる 
もので、 シェーカー、 タンパリン、カウべル、ハンド•クラップ 
などには16分のデイレイがかけられている。コーラスは、かなり 
ハイ • 卜ーンのハモ 1 」で相当練習しないとダメだろう。できれば 
裏声に逃げないで自声で/ \モると/ T ワーガでる。 
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.POUR SOR/IE^SUGAR ON ME U 

ill wo* & Musi c by S. ctark . P.Code, M 0 tt , RJ La W and R.Savage \ 



リフを中心とした典型的なハード • ロック。ベーシックなバッ 
キングのギターは、2本でほとんどユニゾンでプレイしているの 
で、 Gt - Il の段にまとめて書いてある。 Gt - I の段は、その他の 
ギターを 中心に書いてあるので注意して欲しい。囚のリフは、中 
音域を使用したファンキーなフレーズで、|」ズミカルに/ \ギレよ 
く弾こう。 EB は、ドラム&ベースと共にビートをキッチ ij と刻 
むようにしよっ。 Coda か5の Gt _ in は、70年代のノ\—ド* □ッ 
クを彷彿させる、ゆったりと大きく歌い上げるフレーズガ印象的 
だ。ペースは音数こそ少ないが、計算された効果的なプレイだと 
言える。全<弾かない部分がけっこ^あるが、アレンジ面ではド 
ラムのワイルドなビートやヴォーカルのノ|」が前面に出て、非常 


にメ U ハ 1 J が付いている。弾<ことばかつ考えす、場合によって 
は抜いてみるというのも一つのアイデアだろう。ドラムは、終始 
一貫してタイトなビートを刻んでおり、とてもパワフルだ。しか 
しバスドラは、細かいプレイで16分の裏打ちを多用するなど、な 
かなかあなどれない。ドラムのノ U か、この曲の仕上がりを左右 
するのでガンバッてもらいだい。コーラスはヴォーカルに沿って 
ノ\モっだり、一部分だけをハモっだり、掛け合いになっだりと、 
多彩なパターンを聴かせる。0の部分は、ドラムをバックにヴォ 
一カルとの掛け合いを聴かせるところで、ギター&ベースは休み 
ガ多いので歌いやすいだろう。他の部分も含め、コーラスは是非 
とも加えて欲しい。 
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ARMAGEDDON I 


Wo ⑽驗 bys 伽^一祕專 


琴 ..._^ 



ミディアム*テンポの□ックン • □—ル • ナンパー。 Gt - Il の 
E 1 H の U フは、ハギレよさが命だ。0からは、 Gt - I の 1 」フがか 
らんできて、ベーシックなバッキングを構成する。全体的にシン 
プルな作りで、ともすれば単調になりがちな曲想だが、この曲の 
サビに当だる B からは G に転調するなど、うまく場面転換をはか 
っている。この曲に限らず、デフ•レパードの曲には必ずといっ 
ていいほど転調する部分が出て<るが、そのどれもが巧みに計算 
されたもので、曲の幅を広げる意味でも大きなポイントとなって 
いる。 B は、 Gt - I 、 II 共にアルペジオのフレーズを弾いており、 
さらに Gt - Ill のカウンター • メ□ディが加えられている。 m のギ 
夕一•ソ□は、気取らない明るいメ□ディが魅力的だ。5小節目 


のプ U ンブ • オフのフレーズは、丁寧に、しかもノ U よ<弾くよ 
うに。 H の後奏のギターは大きく歌う、ゆったりとしだメ□ヲイ 
だが、自分自身が気持ち良くなれるようなプレイを心掛けると良 
いだろろ。ドラムとベースの 1 」ズム隊は、シンプルかつタイトな 
プレイがここち良い。小手先のテクニックにとらわれす、骨太で 
メ LVV 」 のあるビートを聴かせてくれる。サビ旧では、相変わら 
ずのぶ厚いコーラスを聴かせている。ヴオーカルとうまくからみ 
合う掛け合いのコーラスで、あまり難しいところはないので再現 
しやすいだろう。発音のタイミングや切り所など、ちよっとした 
細いところに注意を払いつつ、元気いっぱいに歌うようにしよう。 
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転調が多いので、構成をしっかり把握してからトライしたい曲。 
細かく言えばその場所においてのメロディやキーを、常に頭に入 
れてプレイしなければな5ないということだ。コード*ネ ー こ 
関しては、 u フが中) to になっているのでメジヤー、マイナーの区 
別をせす、3度才5ットのつもつで考えるといい。ギターのフレ 
_ズとしては画の2回目と10がテーマとなっているので、ますこ 
れを運指を含めて完全に覚えてしまいだい。あとはベースと同じ 
バッキング • ラインだ。 H のソ□は、 B のフレーズを発展させた 
メロディアスなもので、最後はボトルネック奏法によるもの。フ 
レーズは難しくはないが、粘っこく弾くのがコツだ。〇のキーボ 
-ドは、コーラスの“ァー”という音をサンプリンブしだもの。 


0と□では全体にジエット • マシンをかけて変化をつけている。 
ドラムはクラッシュ • シン八りしを後に加えているか、これは叩< 
上でのごく自然な形に直していい。逆にハイノ \ットやトップシン 
バルは、もラ少しラフに遊んでもいいだろう。□はビートルズの 
アビー • □— ドにはいつている「| Want Youj の一節である。 
風の S • E かはいつてくるところや3回目の歌詩 『 Heavy 」 には、 
フアンであれば二や 1 J とさせられてしまう。おそら<メンバーの 
中にもフリークがいると思うし、いきなりの転調の方法はビート 
ルズにも通じるものガある。この曲の練習は同じキーの部分を煮 
詰めてから他のキーの部分に移り、後にスムーズにつながるよう 
にして全体を組み立ててい < といし\だろう。 


75 



Free 


◎ Bludgeon Riffola Ltd. & Zomba Music Publishers Ltd. 
Assigned for Japan to Nippon BMG Music Publishing Inc., 
managed by JCM 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































n 运 CD ■口 一 i> u n 巷 CD 














































































































































































































































































































































































































































































































アカペラで始まる曲。回の部分は、 U ズム、調性、共につかみ 
にくい作りになっており、完ぺきに再現するには相当な練習が必 
要だ。ますは、曲をよ<聴いて E 1 の11小節分をしっかりと把握し 
よう。アカペラそのものは、そんなに難し<はないのだか、リズ 
乙にダフされないよう注意しよう。〇のリフは、1カッコまでは 
1本でリビート • タイムか5は2本のギターでほぼユニゾンで弾 
かれているし、〇や BO などではそれぞれ別の/\°夕ーンを弾いて 
変化をつけている。 B は厳密に言えば細<部分転調しているのだ 
か、 E で統一してあ 1 0、臨時記号が多くなっている。[□の2カッ 
コから□にかけては、まだまだ|」ズムのギミックが出て<る。/」\ 
節数もハンパで、特に□の Gt - II のフレーズは6拍フレーズなの 


で節の感覚をまどわされないよう、しっかりキープしよう 。 H 
[□のギター • ソロは、テクニック主義でないリラックスしだプレ 
ィがさわやかだ。 E はキーガ G に、 OSA に転調している。エン 
ディングの H は全/ \°—卜での U ズムのキメガあり、休符の部分で 
もキチンとビートを感じながら、ビシッとキメて欲しい。4小節 
目の打ちっ放しの後のリフは特に注意しよう。 EO のコーラス 
は、比較的簡単なので問題はないだろう。ヴォーカルに負けない 
ぐらいの声量で、ハ°ワフルにハモ U たい。コーラスをモニターす 
る時、例えば3人で/ \モるな<5、3人分の声を均等にそれぞれの 
モニターにかえしてもらろと、/ \モリ具合やノ '(ランス等がわかり 
やすい0 
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Words & Musi 


RUNJIOT 

by S.Clark, P.CooIen, JElliott, RJ.Lan 


R 


LSavage ::’ 



デフ•レノ \°ードの曲の中においては珍しいアップ • テンポ•ナ 
ンバー。 S デイアム•へヴイな曲が多いので、やはつこのように 
単純に楽しめる曲はコピーする側にとってもうれしいものだ。0 
の Gt-II はでてきそうでなかなかでてこなかった R & R / てターン。 
Gt-I のフレーズは ミュー トからノン • 5 ュー トへと変化させて 
い<。〇は歌中 E 1 のバッキングで1〜2小節はベース.ラインを 
なぞり、 3小節目か5 • コードでハーモニーを出すバッキン 
ブだ。 B の1〜2小節は1回目はコード G でのばしだまま歌われ、 
2回目、 D . S .1 回目ではコード A でプレイクしている。したがっ 
て1回目ではなんとなくコード不明暸なところがある 。ここのリ 
フはカツコいいので、 2本で違うポジションを弾き高低差をつけ 


よろ。ヴオーカ;レは頭からキーか高いので要注意。0はベース- 
ラインとコード • ワークによる4小節/\°ターンの ij フ。彼らの曲 
作りとアレンジをみると、メ□ヲィと U フガ同時に作られるよう 
な事が多い。 m は間奏に向かうだめの導入部でいわゆる/ \'ンプと 
呼ばれる部分。□のソ□では久し振りに速弾きを見せてくれる。 
けっこうメ□ディアスで大きいフレーズが多い中、ここはかなり 
目立つ。ますは3音符フレーズの連打だか、とにか<左手の運指 
と右手のピッキングをしっかりと合わせなければならない。次に 
でて<るのは1弦開放を使ったフレーズで、これは馴れれば問題 
ないと思う。12小節の中にテクニックを出し尽してみよう。 
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シンプルな/ V ソキンフを核として、まとめ上げられだ落ち着い 
た雰囲気を持つ曲。ドラムス&ベースは心地良い8ビートを刻み 
続ける。バスドラは2小節パターンで叩き、 U ズムはジャストで 
練習しよう。ベースは単純な8分弾きだが、存在感ガ出るよう流 
されないよラに弾きこなす事が大事。ギターは Intro の:^しべジオ 
が決め手。ます、各コードにおいての左手のポジションを頭に入 
れてから弾<ようにしよう。開放弦をうま<使っているので 、 S 
ュートしないように押さえるのがコツだ。右手はオルタネイト • 
ピッキングによる奏法なのでなんといっても馴れか必要だ。アド 
U ブならガンガン弾きこなす人も、アルペジオになるとまるでダ 
メという人が多いので、いい練習になりそうだ。特にエレキ•ギ 


ターによるアルペジオは、テンションが弱い事もあり難しいので、 
1つ1つの音がク U アに出るまで練習して欲しい。3弦の開放を 
いかにうま<鳴らすかかポイント。〇のギター • ソ□はメ□ディ 
主体のもの。後半では/ \—モナイザーを使い厚みを出している。 
最後はオクターブ下を付けている。淡々とした曲だが、〇のサビ 
はやはり盛り上がりだい。特に Coda 内の E 1 はサビの繰り返しな 
ので、思いつきり盛り上げて m で落とすというようなメリノ V 」が 
欲しい。 □ か5はすつとコード D なので、変化をつけるだめに Intro 
をそのまま持つてきて、それをエンディンヷにすればいいだろう。 
シンプルな8ビートとアルペジオか基本となるので、それらを集 
中的に学んでちらいだい。 
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i \ ード & へヴイな□ックを身上としているデフ•レ/てードだが、 いるわけだが、持っていなし、人はタブ譜ガ4弦用になっているし、 
ファンキーなリフをメインにしたのがこの曲。コードも E と A 7 の 所持している人は音符の方を見てもらえば、その通り弾ける。〇 
2つだけ。だだし明確に Em とわかるところもあるので、コード， の8/」\節目の Gt - 1のカッテインブは、他の位置ではシンセで代 
ネームは参考として U フを見て欲しい。とにか<1つとして無駄 用しているよ〇だが、すべてギターで統一しておいだ。ヴォーカ 
なリフかないので、すべてを取り入れて欲しい。この曲は、すべ ルのデイレイは、ちようど1拍分の長さでとっておくとオン•リ 
てのリフガバスドラ&ベースと共にポリ • リズムを作っているの ズムでデイレイがかかるので気持ちいい。この曲などはメンバー 
で、すべてこの譜面通りにプレイしてもらいたい。ぺースなどは 全員でガンガン歌うつもりでトライして欲しい。ユニゾンでも歌 
休符も多くなっているが、この隙間が重要なのである。それを念 っていればバンド5しい雰囲気がどんどん出てくるだろう。ファ 
頭において決して音数を増やさないようにしてほしい。〇〇では ンキーなリズムが出るまで練習してもらいたい。 

□— E よりも下の音が出ている。すなわち5弦べースを使用して 


12 4 
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S デイアム • テンポの 8 ビートの曲というと演奏するのは比較 
的楽なのだが、完成させようとすると表現力の問題で難しさを感 
じるものだ。と、思わす感じてしまろこの曲。各楽器とも、いか 
に静かに熱<盛り上げてい<かがボイントだ。コードは3コード 
だし、構成も他の曲のように目まぐるし<変わつだり、ドラマテ 
イックな展開がないので余計大変だ。ますドラムは、後半に向け 
てハイハットを少しすつオーブンにしだり、クラッシュ • シンパ 
ルを多<入れればいい。バスドラの0の前の連打なども、バンド 
全体を盛り上げるエッセンスとなる。やはり、パンドの中心であ 
るドラムがェキサイトしていかないと他がついていけないので、 


頑張って欲しい。ベースは一番変化がつけに<いポジションであ 
る。8分弾きガ続し\てし、る中で表情をだすとしだら右手のタッチ 
を常に80%ぐらいにしておいてだんだんに100%にしていく。フイ 
ル • インやセクションのところち100%で弾<などの工夫が欲し 
し、。ギターは、 U ズム隊の上に乗っかり、音量を上げたりピッキ 
ンブをシャープにする。もちろん/彳ッキンブの音数を増やしても 
かまわなしヽ。あとはキーボード•ブレイヤーがしヽれば、コード* 
バッキングを白玉で入れればいい。音色はヴォイス • ストリンブ 
ス系が合うだろう。いわゆるシンセ•パッドといラやつだ〇その 
上でヴォーカル、コーラスガはまれば完成というわけだ。 
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